
富貴寺大堂　附旧棟木の部分【国宝】1 国指定文化財

■有形　■指定日/昭和27年11月22日　■所在地/田染蕗　■年代/平安時代後期

木造阿弥陀如来坐像1 国指定文化財

■有形　■指定日/昭和25年8月29日　■所在地/田染蕗　■年代/平安時代後期

大堂壁画1 国指定文化財

■有形　■指定日：昭和53年6月15日　■所在地：田染蕗　■年代：平安時代後期

木造阿弥陀如来坐像2 国指定文化財

■有形　■指定日/昭和25年8月29日　■所在地/田染真木　■年代/平安時代後期

木造不動明王及び二童子立像2 国指定文化財

■有形　■指定日：昭和25年8月29日　■所在地：田染真木　■年代：平安時代後期

木造大威徳明王像2 国指定文化財

■有形　■指定日：昭和25年8月29日　■所在地：田染真木　■年代：平安時代後期

木造四天王立像2 国指定文化財

■有形　■指定日：昭和25年8月29日　■所在地：田染真木　■年代：平安時代後期

銅板法華経　附　銅筥板3 国指定文化財

■有形　■指定日：昭和25年8月29日　■所在地：加礼川　■年代：平安時代後期

木造太郎天及び二童子立像3 国指定文化財

■有形　■指定日：昭和45年5月25日　■所在地：加礼川　■年代：平安時代後期

熊野磨崖仏4 国指定文化財

■有形　■指定日：昭和39年5月26日　■所在地：田染平野　■年代：平安・鎌倉時代

修正鬼会5 国指定文化財

■無民　■指定日：昭和52年5月17日　■所在地：長岩屋　■年代：平安時代～

木造阿弥陀如来坐像5 国指定文化財

■有形　■指定日/昭和36年1月26日　■所在地/長岩屋　■年代/平安時代後期

田染荘小崎の農村景観6 国指定文化財

■文化的景観　■指定日：平成22年8月5日　■所在地：田染小崎　■年代：中世～

銅鏡1 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和28年4月20日　■所在地：草地　■年代：後漢中期

梅遊寺板碑5 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和34年3月20日　■所在地：一畑　■年代：室町時代前期

　総高 138cm、横幅 68cm、碑身厚さ
19cm。梅遊寺の本堂前庭に他の板碑
と並立している。十三の種子を刻む十三
仏板碑である。十三仏信仰は南北朝末
期頃から流行する民間信仰であるが、
当板碑は年記銘から「応永十一歳
(1414)」「十一月四日」に作られた事が
分かり、県内最古のものとして貴重であ
る。上段４、中段４、下段５、合わせて
１３の種字が大きく薬研彫りされている。
下部には柄があり、別石の基礎の上に
挿入して立っている。

画像石4 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和33年3月25日　■所在地：美和　■年代：南北朝時代など

　もとは丘陵崖下に並べていたが、現在
は収蔵庫に安置されている。安山岩質
の剥離石 94 枚に、浄土思想を主題とし
た図像を線彫りにしている。紀年銘を刻
すものが何点かある。六地蔵図 ( 至徳 2
年‐1385)、弥勒来迎図 ( 明徳 2 年
‒1391)、願文石 ( 明徳 4 年‐1393) な
どである。完成まで約 10 年を費やしたこ
とになる。その他構図のすぐれたものとし
て、閻魔の庁 地獄変相図を描いたもの
などがある。このように多数の板石に像
を線刻した例は他にはなく、きわめて珍
しい。

木造仮面6 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和46年3月23日　■所在地：田染蕗　■年代：平安時代後期

富貴寺笠塔婆6 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和40年3月9日　■所在地：田染蕗　■年代：鎌倉時代中期

木造聖観音立像7 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和44年3月22日　■所在地：小田原　■年代：平安時代中期

富貴寺石殿6 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和59年3月30日　■所在地：田染蕗　■年代：南北朝時代

胎蔵寺懸仏13 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和51年3月30日　■所在地：田染平野　■年代：鎌倉～室町時代

長岩屋山天念寺8 県指定文化財

■史跡　■指定日：昭和54年5月15日　■所在地：長岩屋　■年代：平安時代～

金剛山長安寺16 県指定文化財

■史跡　■指定日：昭和54年5月15日　■所在地：加礼川　■年代：平安時代～

長安寺国東塔16 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和54年5月15日　■所在地：加礼川　■年代：鎌倉時代後期

ゆずりは両面板碑20 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和56年3月31日　■所在地：梅木　■年代：鎌倉時代後期

　下部は粗雑な基礎をなし、これを
加えた総高は約 161cm 余りである。
高さに比べ、碑身の幅は広く、 上部
71cm 、中央 73cm、 下部 72.5cm、厚
さは 15cm 余である。碑身中央上部に
大きく種子キリーク ( 阿弥陀如来 )、
少し下がって両脇にカ ( 地蔵菩薩 )、
イー(地蔵菩薩。右側とは異なる梵字)
が刻まれている。背面は正面と同様
に碑身中央上部に大きく種子が刻ま
れている。

　総高234cm。基礎二重。台座・塔身・
笠・相輪がそろっており保存状態が
良い。塔身首部は別石で格狭間が立
派な造りをしている。笠上の板碑形
の格好を刻んだ露盤が珍しい。各部
に南北朝時代の特色が現われている。

　桧板に極彩色で辨財天の姿を描い
ている。岩絵具の剥落が著しいが、
貴重な作品である。｢寛永七年庚午十
一月、吉祥日｣との銘文があり、寛永
7 年 (1630) の製作であることが分か
る。

　凝灰岩の壁面に浅い龕を彫り、金剛
界大日如来坐像、金剛界四仏、六観音、
六地蔵を彫る。各像の眉目などには墨
書彩色が残る。覆屋の外壁には胎蔵界
曼荼羅の陰刻がある。儀軌にとらわれ
ない自由な表現が六郷山寺院の特徴と
言え、南北朝時代の作とされる。唐破
風付きの石造覆屋は珍しく、銘から真玉
を代表する石工安藤国恒が安政に造っ
た事が分かる。
　堂ノ迫磨崖仏は、応暦寺奥の院に通
じる参道の途中にあり、六観音、六地蔵、
比丘尼像を彫る。室町時代の作とされる。

福寿寺薬師堂磨崖国東塔19 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和55年4月8日　■所在地：田染平野　■年代：室町時代

　総高約 90cm。田染平野字陽平の福
寿寺境内に、烏帽子岳の山すそがのび
ている。その岩壁正面に薬師如来や地
蔵善薩像などが彫られているが、岩壁
の向って右側面の竃に国東塔一基が陽
刻されている。基礎は二重、台座は反
花と蓮花座からなる。塔身には中央に
「香以」その両側に「永享」「癸丑」の
陰刻がある。永享癸丑は永享 5 年
(1433) にあたる。

　像高は193cm。榧材を用いた一木造、
彫眼、現状素地。両腕肩から先、両足
先を欠失。内割りを全く施さない完全
な一木彫成像であるが、顔面から胸腹
部、下半身前面にかけて焼痕があり、
朽損著しいのが惜まれる。高く大ぶり
の宝髻や厚く張りのある腰部の肉取
り、両側面裾部のしのぎの立った翻波
式の衣文には、平安初期一木彫像の面
影を伝え、「国東のヴィーナス」と呼
ぶに相応しい。本像は、江戸時代に火
災に遭った、六郷満山本山本寺西叡山
高山寺の旧仏と伝えられる。

　総高 346cm。長安寺本堂横の石段
を登ると左折して間もなく身濯神社前
に達するが、参道右側の森の中に立っ
ている。基礎は 3重。第 3重の 4面は
それぞれ 2 区に分ち、格好のよい格狭
間が刻まれている。台座は複弁で、間
弁も共に八葉の反花のみで優雅であ
る。塔身は下部がやや細まって形がよ
い。笠は照屋根で軒反りは流麗、露盤
は笠とは別石で造られている。相輪は
請花の蓮花座から上は後補。

ホーランエンヤ24 県指定文化財

■選択無民　■指定日：昭和53年3月31日　■所在地：玉津　■年代：江戸時代～

穴瀬横穴群21 県指定文化財

■史跡　■指定日：昭和46年3月23日　■所在地：美和　■年代：古墳時代後期

円福寺木造大応国師坐像及び胎内納入品26 県指定文化財

■有形　■指定日：平成6年3月25日　■所在地：玉津　■年代：南北朝時代

　像高67.7cm。本体はヒノキの寄木造。
　錆漆の下地に白の彩色を施す。玉
眼。沓もヒノキ材であるが、倚子は
ケヤキ材。
　昭和 63 年（1988）の調査によって、
像頭部に納入品が確認されたが、近
年の修理に伴って、胎内納入品が取
り出され、鎌倉時代から室町時代に
かけての経典や願文、円福寺の縁起
などが確認された。これまで頂相彫
刻に多種の納入品が籠められた例は
なく、像や寺の歴史と関わる記述と
関連する事も極めて貴重と言える。

草地おどり25 県指定文化財

■選択無民　■指定日：昭和62年3月4日　■所在地：草地　■年代：江戸時代～

木造薬師如来坐像及び十二神将29 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和35年3月22日　■所在地：中黒土　■年代：平安時代後期～鎌倉時代

木造不動明王坐像28 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和44年3月22日　■所在地：大岩屋　■年代：平安時代後期

福真磨崖仏 附　堂ノ迫磨崖仏30 県指定文化財

■史跡　■指定日：昭和35年3月22日　■所在地：下黒土　■年代：室町時代

木造大日如来坐像29 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和35年3月22日　■所在地：中黒土　■年代：平安時代後期

潮観橋附潮観橋序碑・石燈籠36 県指定文化財

■有形　■指定日：昭和57年3月30日　■所在地：香々地　■年代：江戸時代後期

焼尾塔ノ本国東塔35 県指定文化財

■有形　■指定日：平成4年3月27日　■所在地：夷　■年代：南北朝時代

長崎鼻の海蝕洞穴39 県指定文化財

■天然記念物　■指定日：昭和38年2月15日　■所在地：見目　■年代：―

夷谷38 県指定文化財

■名勝　■指定日：昭和32年3月26日　■所在地：夷　■年代：―

若宮八幡神社祭礼絵図・縁起32 市指定文化財

■有形　■指定日：平成24年12月27日　■所在地：是永町　■年代：江戸時代

有寺庚申塔60 市指定文化財

■有形　■指定日：昭和52年1月12日　■所在地：有寺　■年代：江戸時代中期

施恩寺仁王像82 市指定文化財

■有形　■指定日：昭和45年10月1日　■所在地：上香々地　■年代：江戸時代中期

旧共同野村銀行社屋1 市指定文化財

■登録有形　■登録日：平成21年8月7日　■所在地：新町　■年代：昭和時代

応暦寺の燈明石像40 市指定文化財

■有形　■指定日：昭和52年1月12日　■所在地：大岩屋　■年代：室町時代後期

霊仙寺地蔵尊像70 市指定文化財

■有形　■指定日：昭和45年10月1日　■所在地：夷　■年代：江戸時代末期

別宮八幡楼門94 市指定文化財

■有形　■指定日：昭和45年10月1日　■所在地：香々地　■年代：明治時代

旧高田農業倉庫北蔵2 市指定文化財

■登録有形　■登録日：平成22年4月28日　■所在地：新町　■年代：昭和時代

大聖寺板絵辨財天14 市指定文化財

■有形　■指定日：昭和60年5月1日　■所在地：来縄　■年代：江戸時代前期

若宮八幡神社秋季大祭（御神幸）32 市指定文化財

■無民　■指定日：平成24年11月23日　■所在地：是永町　■年代：平安時代
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豊後高田市の文化財を知るKey Word
■六郷満山（ろくごう･まんざん）
　｢六郷｣とは文字通り六つの郷のこと。昔、国
東半島を六つに分けて安岐･武蔵･国東･伊美･田
染･来縄の六郷としていました。この地に開か
れた天台宗寺院全体を総称して、六郷満山と呼
びました。伝説では八幡神が仁聞菩薩となって
あらわれ、国東の山々で修業し、718年（養老２）
頃に、半島の各地に28の寺院を開き、６万９千
体の仏像を造ったのが始まりといわれていま
す。実際には、国東の山岳信仰の場が、宇佐神
宮や天台宗などの影響を受けながら｢神仏習合｣
の独特な仏教文化を形成していったと考えられ
ています。

■神仏習合 (しんぶつ･しゅうごう )
　日本に元々ある神の信仰と、６世紀半ばに
日本に伝わった仏教の信仰が一つになった宗
教の考え方。奈良時代頃から寺院に神がまつ
られたり、神社の中に神宮寺が建てられたり
しました。六郷山寺院でも、鎮守･六所権現
社が祀られていました。現在でも境内に社殿
や鳥居のある寺院があり、｢神仏習合｣の様子
を伝えるものとして貴重です。

写真：中山仙境 （国東半島は切り立った岩山や奇岩が連なり、山岳信仰
に相応しい景観が広がります）

写真：智恩寺国東塔

写真：天念寺 （茅葺の講堂の右手に隣接して、身濯神社と鳥居があります）

■国東塔 (くにさき･とう )
　国東半島を中心に分布する宝塔の一種です。一般の宝塔と比
べて、塔身を台座（蓮華座）に乗せた独特の様式をしており、
塔身を空洞に穿ち、納経孔を持つのが最大の特徴です。すなわち、
お経 ( 法華経 ) を納めることを目的として造立されたものです。
京都帝国大学の天沼俊一博士が富貴寺を訪れた際、その特異な
形状の宝塔を見て｢国東塔｣と命名しました。
　当初は納経を目的として成立した国東塔ですが、次第に死者
の供養塔として、また逆修（＝生前供養）目的に、更には墓標
として様々な目的で造立されるようになりました。

　九州最古の木造建築。阿
弥陀堂建築としては京都の
平等院鳳凰堂が著名である
が、当時の都であった京都
近辺には意外に少なく、む
しろ地方に多くが点在す
る。富貴寺大堂もその一つ
であり、明治 40 年 (1907)
に特別保護建造物、昭和

27 年 (1952) には国宝に指定されている。
　構造は正面 3 間 (7.7m)、側面 4 間 (9.93m) の本瓦葺宝形造で、
奥行きが長いのに宝形造の屋根をのせるのは珍しい。

　総高は、石段側に立つ第
1 号は 170cm、大堂西側に
並んで立つ 4 つの笠塔婆に
ついては、写真の左から第
2 号 2 3 0 c m、第 3 号
178cm、第 4 号 115cm、第
5 号 125cm である。石材
はいずれも安山岩。第 1 号
は完形で、細長い梯形自然

石の前面を削平した塔身の上に露盤のついた笠、その上に請花宝
珠を置いたもので、形が整っている。
　刻銘によると、いずれも僧広増が往生極楽を祈願して、仁治 2
年 (1241) から文永 5年 (1268) にかけて造立したものである。

　富貴寺の須弥壇から発見
された三つの面。左の菩薩面
は、縦に榧の三材によって彫
成したもので、左目尻から左
耳にかけての左側面一材を
欠失。彩色も目上の下地を僅
かに残すのみで殆ど剥落して
いる。目鼻立ちには鎬の立っ
た鋭い彫りを見せ、頬の膨ら

みも豊かであり、中央の影響を受けた平安時代後期の制作と見られる。
面長27cm。追儺男女面は、桐材を用い、目上の下地に彩色が残る。眉
間に皺を寄せた右の男面は峻厳さを表し(21.7cm)、女面は柔和な相貌
を持つ(20.5cm)。裏面に久安3年(1147)・御修正会の墨書銘がある。

　像高 135cm。無動寺本
堂に安置される。樟材によ
る一木造、彫眼の彩色像で
ある。頭部一材に背割りを
施し、膝前横二材を矧ぎつ
ける。肉筈は低く螺髪を省
略する。丸顔の面相から胸・
腹部の肉取りは大ぶりでは
あるが抑揚に欠ける。衣文

の彫出も浅彫りで形式的であり、12 世紀後半頃の造立であろう。
寺伝では弥勒仏として伝わるが、朽損の著しい左手は与願印とみ
られ、ここでは従来通り薬師如来とみておきたい。

　祭礼絵巻は幅 52.5 ㎝、
長さ 1010.0 ㎝。若宮八幡
神社の秋の大祭の御下りの
様子を、御神体を乗せた神
輿が、本宮を出発して宮町
の下宮に至るまでの行列と
して描いている。
　また、縁起は幅 39.0 ㎝、
長さ 425.0 ㎝。創立・沿革

の縁起から祭神とその霊験譚にいたるまで、御家流の流暢な筆致
で墨書する。

　総高 42cm、太鼓の直径
19cm。
　寺宝として保管されてお
り、二人の修行僧が太鼓に
模した円筒形の火袋を担
ぎ、立ちあがろうとする瞬
間を一石にまとめた見事な
彫像。鼓内で点灯するよう
になっている。作者の着想、

卓抜な技法は他に類例をみない秀作である。

　夷谷は、国東半島の西北
部を貫流する竹田川の上流
にある耶馬渓式地形の通称
「中山仙峡」を中心に東夷、
西夷地区に分かれている。
この渓谷は、耶馬渓層の角
閃石凝灰岩が差別浸食を受
けて生じた風景地で、マツ、
カシなどにカエデ、ハゼな

どの広葉樹を混交する樹林の中に高さ 10m から 50m に及ぶ岩塔、
石柱、岩壁などが林立し奇景をみせ、独特の景勝地を形成してい
る。最近、中山峡観賞のため峰廻り歩道が整備された。

　周防灘に突き出た長崎鼻
はリアス式海岸の半島であ
るが、そこには多数の海蝕
洞穴が発達している。これ
は第四紀前半に堆積した凝
灰角礫岩 ( 火山灰と火山礫
からなる岩石 ) がはげしい
波浪によって、その軟質な
火山灰の部分から浸食され

て洞穴になったものである。約 400m の間に大小さまざまな形の
洞穴や洞間がある。現在でも海水による浸食作用が進行している
洞穴もあり、 今後洞穴が大きくなったり、新たに生じたりする可
能性が強い。

　永保 4 年 (1084) に豊作
を感謝して始まったと伝えら
れ、旧暦 10 月 14 日～ 16
日に近い、土～月の三日間
にかけておこなわれる。神輿
の担ぎ手は｢陸組｣｢川組｣に
分かれ、初日の｢お下り｣は、
まず陸組によって玉津を練り
歩いた後に川組に交代する。

　川組は桂川に入り、｢ワッショイワッショイ｣と掛け声と共に川を渡る。
対岸に着くと陸組に再度交代し、宮町の下宮に到着する。三日目の夜
には｢お上り｣があり、再び神輿の川渡しが行われる。

　大分県下屈指の大地主で
あった野村家が、小作米を
収蔵するために整備した米
蔵群の一つ。現存する銘版
から昭和 12 年 (1937)7 月
10 日の建築であることが
分かっている。半切妻造･
瓦葺、頂部に 3 か所の越屋
根が設けられている。外壁

は漆喰塗の白壁。平側に6か所の高窓と、瓦葺の下屋を掛けている。
現在は｢昭和の町三丁目館｣として活用している。

　長岩屋川沿いの巨岩を
穿って造られ、中世には長岩
屋と呼ばれた六郷山寺院の
一。典型的な横長の伽藍配
置を持ち、修正鬼会が行われ
る講堂と身濯神社を高く配置
して、一段下に本堂が置かれ
る。この伽藍配置は六郷山年
代記の火災の記事から中世

に遡ると考えられる。中世には長岩屋地区の広い範囲で、住僧以外の
居住が禁じられた空間であり、60を超す坊が存在した。一部の坊跡から
は、中世に遡る遺物も多く出土している。現在は各坊・岩屋から集められ
たとされる仏像が多く本堂に収められている。

　鎌倉時代から室町時代に
かけての作。胎蔵寺の背後
の山腹にある熊野権現社の
御正体であったものを、明
治初年に胎蔵寺に移したと
いう。如意輪観音を鋲止め
にする 1 面は鎌倉時代の作
である。阿弥陀三尊を鋳付
けた 1 面には「六郷本山今

熊野御正体也」と建武 4年 (1337) の年記銘と勧進僧・筆者の僧お
よび結衆の名前を彫る。径 53. 5cm の大きさに比べて、やや小ぶ
りな獅磯座を付ける。六郷満山関係遺品としても貴重である。残
る 1面は室町時代の作。

　都甲地域の中心に聳える
屋山の中腹に形成された中
世六郷山寺院の中核的要素
をなす寺院。安貞目録では
惣山とされ、鎌倉幕府の祈
願所として、元寇に対する
異国降伏祈祷などで活躍し
た。平安時代の太郎天像や
銅板法華経、国東塔など多

くの文化財を有する。参道付近や加礼川地域には広く長安寺の坊
跡が存在し、宗教的な空間が広がっている。
　中世後期には、大友氏家臣の吉弘氏によって寺務が独占され、
山頂に屋山城が築かれた。関連文化財・史料も多く残されている。

　中央の木造太郎天像の高
さ161.8cm。現在は長安寺の
蔵に安置されているが、元々
は六所権現にあったとされ、
明治初期の神仏分離の際に
長安寺に移されたという。角
髪を結った太郎天は、左肩先
と右手先を除く、頭・体の根
幹部を榧の一木から形成し、

背面部の首筋・背中・腰・膝裏のあたりで上下四段に分けて背板風に
割矧ぎ、内刳りを施している。向かって右が制吒迦童子、左が矜羯羅童
子。共に榧材の丸彫りで内刳りはない。二童子も的確な彫技によって流
れるように造られており、秀作と言える。

　現在、市内では天念寺の
みで行われるようになった六
郷山寺院の法会。旧正月に
行われる修正会と、厄払い
の儀式である追儺式が融合
して、現在のような形になっ
たとされる。現在、天念寺
では毎年旧正月七日に行わ
れる。全身を縄で縛った赤と

黒の鬼は法会の中で重要な役割を果たす。黒い荒鬼、赤い災払鬼は
松明を持って講堂内を走り回り、参拝者と鬼の目と呼ばれる餅を奪い
合い、参拝者の背中や肩を松明で叩く加持がなされる。参拝者は国
家安穏・五穀豊穣・万民快楽などの諸願成就が遂げられるという。

　熊野社の参道からそれた
所にある県内最大級の磨崖
仏。向かって右の大日如来像
は、像高681.8cm。鋭く隆起し
た螺髪、角張った顔に刻む癖
の強い目鼻立ち、大きな耳、
広い肩幅などから、平安時代
中期(10世紀)の製作と考え
られ、本県最古の石仏であ

る。不動明王及び二童子像は、像高807.0cm。不動明王に頭頂に莎髪
をつけ、弁髪を左肩に垂らし、左眼を細めた天地眼である。左手に羂索、
右手に剣を執り、下膨れのユーモラスな表情をたたえるが、全体としては
素朴な造形である。

　美しい水田や集落の利用
が中世に遡る重要文化的景
観。田染荘は平安時代中・後
期に宇佐神宮の荘園として開
発を受け、小崎村の水田もそ
の頃に拡大したとされる。
雨引神社の湧水や、小崎川
の各所に築かれた堰、巨大な
溜池は、当該地域の水利形

態の始まりから完成までの過程が見え、不整形な水田と合わせて、山間
地域での伝統的な農業のあり方をよく示している。中世の荘園遺跡に起
源を持ち、近世から近代にかけて緩やかに進化を遂げた国東地方の農
耕・居住の基盤的な土地利用形態を示す文化的景観として価値がある。

　銅鏡は神人車馬龍虎画像
鏡で、江戸時代末期に鑑堂
古墳から出土したと伝えら
れる。鏡は白銅質の直径
20cm で、鏡背の文様は鈕
をめぐって珠文圏があり、
内区は円座乳をもって 4 分
されその間に 2 神、2 獣、
1 馬車が配されている。ま

た内区に接した銘帯には、「劉氏作意四夷服多賀国家人民胡虜珍
滅天下復風雨時節五穀執長保二親得天力大吉利分」と 39 字の銘
文が陽刻されている。

　桂川の右岸の台地崖面に
開口する装飾のある横穴古
墳群である。19 基の横穴
のうち、10 基に赤色を主
とした彩色が施されてい
る。彩色は羨門部の上部あ
るいは左右に、円文、同心
円文として描いたものにあ
る。羨門部のつくりは入念

であり、横穴古墳としては例をみないものである。時期は 6 世紀
後半と推定されるが、装飾のある横穴としては宇佐市の国史跡四
日市横穴群 県史跡貴船平横穴群との関連が注目される。西国東地
方の古墳文化の特質を知る上で貴重な遺跡である。

　富貴寺参道登口にある 2
基 1 対の十王石殿。一石で
刻んだ二重の基礎の上に直
方体の軸部を置き、入母屋
造の屋根をのせる。軸部正
面 3 躯、参道側面に 2 躯の
十王を半肉彫する。更に西
側石殿側面の十王像の間に
は人頭幢を、東側石殿側面

の十王像の間には浄玻璃鏡を彫り出してある。

　草地おどりは、毎年 8 月
13 日～ 20 日、初盆供養踊
りとして踊られるもので、
起源は享保年間 (1716 ～ 
1735) とするが定かではな
い。
　踊りは、概してテンポが
早くリズミカルで、現在は
「レソ」「マツカセ」「ヤン

ソレサ」「六調子」の 4 種類を順次切り替えて踊る。囃子は、大
鼓 ・三味線・鐘・横笛で行う。大分県を代表する芸能の 1 つと言
える。

　江戸時代中期に始まった
と伝える元旦早朝に行われ
る槽船行事である。江戸時
代、豊後高田は島原藩領
だった。当時は、島原や大
坂行きの年貢米回送船の安
全を年頭に祈願することを
目的にしていた。ふんどし
姿の若者が、宝来船に乗り

込んで、桂川に漕ぎ出し、笛や太鼓に合わせて「ホーランエンヤ、
エンヤサノ、サッサ」の掛声とともに、上流の若宮八幡宮に向かい、
航海安全と豊漁を祈願する勇壮な祭りである。

　全長 10m、径間 6.4m。
石造単アーチ橋で別宮八幡
社入口の八幡川に架けられ
ている。橋の袂の石碑など
に由緒、願主などを記して
いる。要石の先端を橋外に
持ち出し、ここから石製高
欄の親柱を支える技法は珍
しい。建造は安政初年頃。

　序碑・石燈籠は建設年代のほぼ確実な基準資料であり、歴史的
景観の重要な要素でもある。

　有寺を上りつめた三叉路
の辻に造立されている。３
枚の自然石を立てかけた上
に、宝珠を載せた唐破風の
屋根を置いて作った石室に
祀ってある。主尊の青面金
剛は丸彫りの一面二臂で、
頭髪は縮れ、鼻は高く、風
貌は西欧的で他に例をみな

い異作である。享保 4年 (1719) の銘文がある。

　総高、阿形 122 ㎝、吽形
121 ㎝。
　この地域では珍しく花崗
岩で出来ている。天衣は首
から肩にかかる。忿怒の形
相もよい。別宮八幡社に奉
献されていたものであるが
神仏分離令が出た際、願主
の能丸家に返され、改めて

檀那寺の当寺に奉納された。花崗岩はこの地に産しない。どこか
よそで造られ、船で香々地に運ばれたと伝えられる。元文 2 年
(1737)。

　別宮八幡の総代、氏子が
こぞって造営に尽くした。
発起し、特に尽力したのは
堤勘三郎と木下茂十郎で
あったという。棟梁は日田
の宮大工 ( 専蔵 ) であった
という。単身この地に乗り
込み、地元の腕利き大工の
協力を得て数年かけて完成

したという。各所に見事な彫刻が施されており、近郷にまれにみ
る高壮雅麗な楼門である。

　総高 634 ㎝、像高 487 ㎝。石仏像
としては国東半島最大のもの。仏師
は板井一門の利三郎 ( 国良 )、林三良
( 国政 )、徳四郎 ( 国吉 ) でいずれも
法橋位を授けられた人物である。運
搬、建立には村民総出で当ったと伝
えられる。安政 7年 (1860)。

　昭和8年(1933)に竣工した共同野村
銀行の本社事務所。同銀行は、当地の
富豪｢野村財閥｣によって設立された。
内部の店舗は、吹き抜けを取り入れた
大きな空間となっている。外観は正面
の壁をタイル張り、整然と並んだ縦長
の上下窓、胴部分の装飾彫刻など古典
主義的な様式をデザインした優れた
姿形をもっている。

　像高 103.5cm。応暦寺の
本堂中央に坐す。檜材を用
いた一木造の彫眼像で、現
状は素地を呈している。右
眼を見開き左眼を伏し目に
した天地眼に、二牙をあら
わし、右手に利剣、左手に
索をとる。体奥厚く、両膝
にも張りがあるが、彫法は

いたって簡略であり地方色が著しく、12 世紀になってからの造立
であろう。持物および台座 火焔光背は近世の後補である。台座上
面に近世の宇佐宮仏師百楽右衛門の修理墨書名がある。

　中尊の薬師如来は像高
155.0cm。無動寺本堂の向
かって右側にある。樟材の
一木造、彫眼の彩色像であ
る。背面後頭部から背中、
地付にかけて大きく内ぐりを
施す。膝前は横二材からな
る。張りのある肉髪 地髪に
やや大きめの螺髪を刻み、

彫りの深い目鼻立ちは森厳な面もちをたたえている。胸腹部の肉取りも
厚く、衣文の彫出は浅彫りではあるが翻波式の名残りを見せる。11 世
紀後半期の造立であろう。鎌倉時代の作と伝える十二神将像は、檜
材一木造の小像であるが各々動勢に富んだ力強い造形をみせる。

　富貴寺大堂の内壁四面や
長押に描かれる彩色壁画。
内陣来迎壁に阿弥陀浄土
図、四天柱に密教の諸尊曼
荼羅図、内陣小壁に定印を
結ぶ阿弥陀如来坐像五十
躰、外陣小壁の東壁に薬師
如来浄土図、南壁に釈迦如
来浄土図、西壁に阿弥陀如

来浄土図、北壁に弥勒善薩浄土図がそれぞれ描かれている。外障
小壁の四方四仏の浄土図には堂の対角線に位置して東西に梵天・
帝釈天を配し、四方に四天王と四大明王を描く。さらに、内陣の
長押や来迎壁の縁には宝相華文と緩綱彩色による荘厳を施す。

　縦21.0cm、横17.8cm。長
安寺の裏山から出土したとさ
れる19枚の銅板法華経。色
紙型の鋳銅板の表裏に法華
経八巻を楷書で刻む。各葉と
も表裏に28行の縦罫をひき、
さらに上下二段にわける。こ
の1段は写経の通例に従って
17字詰に経文を刻むが、上

下書き流してあるから、一面28行34字詰となり、字詰の状況から推測す
ると当初は37枚であった事が知られている。本経を収めたと考えられる
銅筥の側板4枚の表裏には、銘文だけではなく六観音像や種字が毛彫
りされ、銘文から保延7年(1141)に書写したことが分かる。

　真木大堂の木造阿弥陀如
来坐像の周囲に立つ四躯の
守護神像。画像は左から広目
天（166㎝）、増長天(158㎝) 、
多聞天(162㎝)、持国天(161
㎝)。広目天は冑をかぶらず結
髪し、髪際で炎髪を高く立て
る。顔は正面を向き、右手を上
げて持物を持つ。持国天は顔

を左下方にうつむかせ、両手を胸の前に構えて持物を握り、増長天は顔を
右下方にむけて口を開き、左手を大きく振り上げて持物を執り、多聞天は
顔を少し左下方に向け、左の掌にのせた持物を睨む。各天は厳しい形相
で邪鬼を踏みつけ、阿弥陀如来坐像の四方を守っている。

　富貴寺大堂の本尊。像高 85.5cm。
榧材。頭部と体幹部を一材で彫成し、
頭部で割り放して内刳りをほどこし、
後頭部と背面部に蓋板を矧ぎつける。
また、体幹部に左肩外側地付部までと
両膝部や両手部を矧ぎ寄せる。とくに
左肩外側部と両膝部の用材に本心をの
こしているのは特異な技法である。現
在、像は素地を露呈しているが、当初
は彩色像であった可能性が強い。

　像高216cm。真木大堂の本尊。丈六の
坐像で檜材の寄木造り。左手を膝上に
置き、右ひじを曲げ、来迎印をとる。彩
色は全面に布貼りの下地を施し、肉身
に漆箔、螺髪に群青、衣に朱色が塗られ
ている。伏し目の円満相に、体部を覆う
流れるように軽やかな衣文さばきなど
に11世紀後半、中央で流行した定朝様
の摂取がみとめられる。肩幅の広く厚
みのある量感のある体躯、肉髻高く大
粒の螺髪を刻み、やや面長で唇を強く
引き結んだ面相など、随所に定朝様以
前の古い様式がみられる。

　像高 198cm。榧の一木造り。元来
は天念寺小両子岩屋に安置されたとさ
れる。後頭部から背中にかけて大きく
内刳りを施し、大粒の螺髪、張りの強
い両頬の肉付け、大腿部の Y 字状の
衣文などに平安時代前期の名残を見せ
ながらも、全体としては国東半島の平
安仏の特色を示している。その為、１
２世紀に作られたと推定される。
　現在は鬼会の里歴史資料館で展示さ
れている。

　像高は中央の不動明王像255cm、右の
矜羯羅童子127cm、左の制吒迦童子
130cm。不動明王は榧の寄木造り、童子
は檜の寄木造り。矜羯羅童子・制吒迦童
子の二童子を従えた三尊形式であり、国
東半島の不動明王像として典型的様式を
持つ。不動明王像は頭髪を巻髪とし、弁髪
を左肩に短く垂らす。丸顔の面貌は左目を
眇めた天地眼とし、唇端に牙を上下出し、
忿怒相を表す。矜羯羅童子は正面を向き、
眼を見開き合掌する。制吒迦童子は口を
引き結び、眼を伏せ、顔にやや渋面をつく
り、棍棒を持つ右手に左手を添えて立つ。

　像高241cm。真木大堂の中心的仏像
の一。本地は阿弥陀如来であり、西方を
守護して人々を害する毒蛇・悪竜・怨敵を
制圧する。像は六面六臂六足の忿怒相に
表され、一見二目のように見えるが、正面
の顔の額にはかすかに第三目が彫りださ
れている事が分かる。
　大威徳明王像自体、国内の作は少な
く、真木大堂の像は国内最大のものであ
る。各部の造形も良く、保存状態も極めて
良い。平安期国東半島の洗練された仏
教文化の成熟を示す代表的な仏像と評
価できる。



豊後高田市
真玉庁舎

豊後高田市
香々地庁舎

豊後高田市役所

708

654

654

653

522

213

548

548

655

716

709

29

29

34

34

23

31

31

31

213

655

31

10

1

1

1

2

2

2

2

3

3

4

4

5

5

5

6

1

2

3

4

5

5

6

6

6

6

6

7

8

8

8

8

8

9

10

11

12

13

14

15

16

16

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

富貴寺大堂､附旧棟木の部分

木造阿弥陀如来坐像

大堂壁画

木造阿弥陀如来坐像

木造不動明王及び二童子立像

木造大威徳明王像

木造四天王立像

銅版法華経､附銅筥板

木造太郎天及び二童子立像

熊野磨崖仏

熊野磨崖仏､附元宮磨崖仏、鍋山磨崖仏

修正鬼会

長岩屋の修正鬼会の芸能

木造阿弥陀如来立像

田染荘小崎の農村景観

銅鏡

石造宝塔（国東塔）

石造宝塔（国東塔）

画像石

梅遊寺板碑

梅遊寺板碑

木造阿弥陀如来坐像及び脇侍

富貴寺笠塔婆

木造仮面

富貴寺板碑

富貴寺石殿

木造聖観音立像

木造釈迦如来坐像

木造日光､月光菩薩立像

木造勢至菩薩立像

木造吉祥天立像

長岩屋山天念寺

其ノ田板碑

呉崎新田検地帳､附新田関係地図

庵ノ迫板碑

延寿寺石殿

胎蔵寺懸仏

若宮八幡社石造橋

智恩寺国東塔

長安寺国東塔

金剛山長安寺

長安寺の太鼓

城山国東塔

塔ノ御堂板碑

福寿寺薬師堂磨崖国東塔

ゆずりは両面板碑

穴瀬横穴群

入津原丸山古墳

猫石丸山古墳

ホーランエンヤ

草地おどり

円福寺木造大応国師坐像及び胎内納入品

カワラガマ遺跡

木造不動明王坐像

田染蕗　富貴寺

田染蕗　富貴寺

田染蕗　富貴寺

田染真木　真木大堂

田染真木　真木大堂

田染真木　真木大堂

田染真木　真木大堂

加礼川　長安寺

加礼川　長安寺

田染平野 

田染平野、田染真中、田染上野 

長岩屋　天念寺

長岩屋　天念寺

長岩屋　天念寺

田染小崎 

 

草地　黒松区

田染平野 ( 近道 )　熊野区

田染平野 ( 大曲 ) 

美和　青宇田区

一畑　梅遊寺

一畑　梅遊寺

田染蕗　富貴寺

田染蕗　富貴寺

田染蕗　富貴寺

田染蕗　富貴寺

田染蕗　富貴寺

小田原　内野区

長岩屋　天念寺

長岩屋　天念寺

長岩屋　天念寺

長岩屋　天念寺

長岩屋　天念寺

田染蕗 ( 中村 ) 

呉崎　興隆寺

梅ノ木 ( 庵ノ迫 ) 

田染小崎　延寿寺

田染平野 ( 近道 )　胎蔵寺

是永町　若宮八幡神社

鼎 ( 堂山 )　智恩寺

加礼川　長安寺

加礼川　長安寺

加礼川　長安寺

田染真中 ( 城山 )　真木区

小田原 ( 立道 )　下ノ平区

田染平野 ( 陽平 )　陽平区

梅木 ( 楪 )　楪区

美和 ( 上屋敷 ) 

新栄 ( 入津原 ) 

草地 ( 猫石 ) 

玉津 

草地 

玉津　円福寺

佐野 

大岩屋　応暦寺

平安後期

平安後期

平安後期

平安後期

平安後期

平安後期

平安後期

平安後期

平安後期

平安後期

平安・鎌倉・室町

平安時代～

平安時代～

平安後期

中世～

後漢中期

南北朝時代

南北朝時代

南北朝時代

室町前期

南北朝時代

平安後期

鎌倉中期

平安後期

南北朝時代

南北朝時代

平安中期

平安後期

平安後期

平安後期

平安後期

平安時代～

南北朝時代

江戸後期

南北朝時代

戦国時代

鎌倉～室町

江戸後期

南北朝時代

鎌倉後期

平安時代～

鎌倉時代

南北朝時代

鎌倉後期

室町時代

鎌倉後期

古墳後期

古墳中期

古墳後期

江戸時代～

江戸時代～

南北朝時代

奈良後期

平安後期

建造物

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

史跡

無形民俗

無形民俗

美術工芸品

文化的景観

美術工芸品

建造物

建造物

美術工芸品

建造物

建造物

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

建造物

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

史跡

建造物

美術工芸品

建造物

美術工芸品

美術工芸品

建造物

建造物

建造物

史跡

美術工芸品

建造物

建造物

建造物

建造物

史跡

史跡

史跡

無形民俗

無形民俗

美術工芸品

史跡

美術工芸品

G-10

G-10

G-10

H-8

H-8

H-8

H-8

H-8

H-8

G-8

G-8

G-8

G-8

G-8

F-11

C-7

F-13

G-13

D-9

I-8

I-8

G-10

G-10

G-10

G-10

G-10

E-10

G-8

G-8

G-8

G-8

G-8

F-10

C-8

H-9

F-11

F-13

C-9

D-9

H-8

H-8

H-8

F-12

E-10

E-13

H-9

D-9

C-8

C-7

B-8

C-8

D-10

G-6

マップ番号 名　　　　称 所　　在　　地 時代 形態 マップ
国指定

県指定

29

29

29

29

30

31

31

32

33

34

35

36

37

38

39

1

1

1

2

3

4

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

14

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

32

33

34

木造薬師如来坐像及び十二神将

薬師如来坐像

木造大日如来坐像

木造不動明王坐像

福真磨崖仏 附　堂ノ迫磨崖仏

真玉寺石殿

真玉氏居館跡

小河内山神社宝篋印塔

安養寺国東塔

雲雀丘国東塔

焼尾塔ノ本国東塔

潮観橋附潮観橋序碑・石燈籠

線彫板碑

夷谷

長崎鼻の海蝕洞穴

真木大堂仁王像

龍泉寺国東塔

真木大堂庚申塔

長安寺宝篋印塔

釈迦堂宝篋印塔

天念寺不動種子石碑

天念寺大般若経・奥書

寺ノ上板碑

胎蔵寺墓地国東塔

長添板碑

朝平橋

塔ノ御堂国東塔

富貴寺国東塔

城山薬師堂跡四面石仏

青宇田石造四天王

安養寺文字庚申塔

大聖寺板彫種子額

大聖寺板絵辨財天

大聖寺板絵荒神

雷鬼の岩屋古墳

春日神社潮汲御旅所跡地

両田横穴群

良薬山智恩寺跡

中林横穴群

佐野古墳

大樟

豊後のぼり

割掛遺跡

袈裟切り御名号

寺子屋跡

虚空蔵菩薩坐像

小畑遺跡

涵養舎跡

木造地蔵菩薩立像附木造小地蔵菩薩立像

保食宮参道石橋

春日神社潮汲絵巻

若宮八幡神社秋季大祭（御神幸）

若宮八幡社祭礼絵図・縁起

都甲八幡社石造仁王像

大門坊磨崖仏

黒土 ( 中黒土 )　無動寺

黒土 ( 中黒土 )　無動寺

黒土 ( 中黒土 )　無動寺

黒土 ( 中黒土 )　無動寺

黒土 ( 下黒土 )　大岩屋　

西真玉 ( 大村上 )　真玉寺

西真玉 ( 大村上 )　真玉寺

黒土 ( 小河内 )　山神社

中真玉 (常盤下 )　安養寺

臼野 ( 木ノ下 )　三友区

夷 

香々地　別宮八幡社

夷 

夷 

見目 

 

田染真木　真木大堂

田染真木　真木大堂 (古代公園 )

田染真木　真木大堂

加礼川　長安寺

田染真中 

長岩屋　天念寺

長岩屋　天念寺

築地 ( 寺ノ上 ) 

田染平野 ( 近道 ) 

草地　長添区

梅木 ( アサヒラ ) 

小田原 ( 立道 )　下ノ平区

田染蕗　富貴寺

田染真木 

美和 ( 青宇田 )　川原上区

田染真中 ( 戸原 )　安養寺

来縄　大聖寺

来縄　大聖寺

来縄　大聖寺

美和 ( 屋敷 ) 

呉崎　( 西出口 ) 

田染相原 ( 堂ノ脇 ) 　両田区

鼎 ( 堂山 ) 

田染池部 ( 中林 ) 

佐野 

新栄 ( 屋敷 )　算所区

草地 ( 芝場 ) 

来縄 

佐野 ( 奥畑 ) 

梅木 ( 一畑 ) 

加礼川 ( 新田 )　三嶋社

築地 

草地 

水崎　西光寺

佐野 ( 平ノ下 )　引瀬神社

草地　春日神社

玉津 

是永町　若宮八幡神社

築地　都甲八幡社

田染真中　大門坊地区

平安～鎌倉

平安後期

平安後期

平安後期

室町時代

室町時代

室町時代

室町時代

鎌倉～南北朝

南北朝～室町

南北朝時代

江戸後期

南北朝～室町

－

－

平安・江戸

室町時代

江戸中期

安土桃山

南北朝時代

南北朝時代

室町時代

戦国時代

戦国時代

南北朝時代

明治時代

鎌倉時代

室町時代

室町時代

室町時代

江戸前期

江戸前期

江戸前期

室町時代

古墳後期

江戸時代

古墳後期

中世

古墳後期

古墳後期

－

明治時代～

弥生～古墳

安土桃山

安土桃山

室町前期

弥生時代

江戸後期

平安時代

江戸時代

江戸後期

平安時代～

江戸時代

江戸中期

室町時代

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

史跡

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

史跡

名勝

天然記念物

美術工芸品

建造物

有形民俗

建造物

建造物

建造物

美術工芸品

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

美術工芸品

美術工芸品

有形民俗

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

史跡

史跡

史跡

史跡

史跡

史跡

天然記念物

無形

史跡

有形民俗

史跡

美術工芸品

史跡

史跡

美術工芸品

建造物

美術工芸品

無形民俗

美術工芸品

美術工芸品

史跡

G-7

G-7

G-7

G-7

G-7

D-6

D-6

H-6

E-6

E-5

H-5

G-2

H-5

H-5

F-1

F-12

F-12

F-12

H-8

F-12

G-8

G-8

E-8

F-13

E-7

H-9

E-10

G-10

F-12

D-9

F-11

C-9

C-9

C-9

D-9

C-7

F-11

D-9

F-11

D-10

C-8

C-7

C-10

D-11

I-9

I-8

E-9

C-8

－

D-10

D-7

C-9

C-9

F-8

F-11

マップ番号 名　　　　称 所　　在　　地 時代 形態 マップ

35

36

37

38

39

39

39

39

39

39

39

39

39

40

41

42

43

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

60

61

62

63

64

65

66

66

67

68

69

70

70

70

70

70

71

72

72

72

73

間戸二層塔

中之島旅館石殿

算所観音十一面観音坐像

二宮八幡社石造仁王像

応暦寺千手観音立像

応暦寺の阿弥陀如来坐像

応暦寺の不動明王立像

応暦寺の燈明石像

応暦寺の宝篋印塔

応暦寺文書

応暦寺奥の院の寄進礼

応暦寺仁王像

応暦寺地蔵菩薩立像

多宝院の毘沙門天立像

無動寺の日光・月光菩薩立像

弥勒寺の弥勒菩薩坐像

三社権現の宝篋印塔

別十字堂跡の磨崖宝塔

中之坊磨崖仏

井口家の宝塔

堀内家の宝塔

真玉八幡社の国東塔

真玉氏墓地

大塚古墳

山田家国東塔

三井寺国東塔

安養寺石殿

西畠寺跡国東塔

久保宝篋印塔

妙見社環状列石

猪群山頂環状列石

地蔵板碑

小河内庚申塔

有寺庚申塔

身濯神社の寄進礼

身濯神社磨崖宝塔

前田の庚申塔

田原家一石五輪塔

椿の大木

山桃の古木

湯前公園宝塔群

清台寺宝篋印塔

清台寺仁王像

大平金毘羅社仁王像

地蔵堂三層塔

叶渕国東塔

霊仙寺国東塔

霊仙寺仁王像①

霊仙寺仁王像②

霊仙寺地蔵像

霊仙寺一帯

早田国東塔

長谷寺跡国東塔

長谷寺跡三層塔

長谷寺跡

実相院国東塔

田染真中　間戸地区

御玉　中之島旅館

新栄　算所地区

田染真中 

大岩屋　応暦寺

大岩屋　応暦寺

大岩屋　応暦寺

大岩屋　応暦寺

大岩屋　応暦寺

大岩屋　応暦寺

大岩屋　応暦寺

大岩屋　応暦寺

大岩屋　応暦寺

大岩屋 ( 有寺 )　多宝院

黒土 ( 中黒土 )　無動寺

城前 ( 下城前 )　弥勒寺

城前 ( 下城前 )　三社権現

城前 ( 上城前 ) 

黒土 ( 下黒土 ) 

西真玉 ( 湯原下 ) 

西真玉 ( 湯原上 ) 

西真玉 ( 大村上 )　真玉八幡社

西真玉 ( 寺原 ) 

西真玉 ( 金屋 ) 

中真玉 ( 常盤上 ) 

中真玉 ( 庄屋 )　三井寺

中真玉 ( 常盤下 )　安養寺

中真玉 ( 西畑 )　西畠寺

臼野 ( 横山 ) 

臼野 ( 時安 )　妙見神社

臼野 ( 横山 ) 

臼野 ( 横山赤松 ) 

黒土 ( 小河内 )　山神社

大岩屋 ( 有寺 ) 

黒土 ( 下黒土 ) 

黒土 ( 下黒土 )　身濯神社

城前 ( 前田 ) 

西真玉 ( 湯原 ) 

臼野　万年寺

黒土 ( 下黒土上風 ) 

城前 

城前　清台寺

城前　清台寺

大平 

西真玉 ( 金屋 )

香々地 ( 叶渕 ) 

夷 ( 東南払 )　霊仙寺

夷 ( 東南払 )　霊仙寺

夷 ( 東南払 )　霊仙寺

夷 ( 東南払 )　霊仙寺

夷 ( 東南払 ) 

香々地 ( 早田 ) 

堅来 ( 堂ノ本 ) 

堅来 ( 堂ノ本 ) 

堅来 ( 堂ノ本 ) 

夷 ( 東南払 )　実相院

南北朝時代

南北朝時代

鎌倉後期

江戸時代

鎌倉時代

室町時代

鎌倉時代

室町後期

南北朝時代

江戸時代

江戸後期

江戸中期

江戸時代

鎌倉時代

室町時代

室町～江戸

室町後期

室町時代

室町～江戸

南北朝時代

安土桃山～江戸

鎌倉時代

室町時代

古墳時代

室町後期

室町時代

室町時代

南北朝時代

安土桃山時代

先史時代

先史時代

室町時代

江戸時代

江戸中期

江戸中期

室町時代

江戸時代

鎌倉時代

－

－

室町末期

室町前期

江戸中期

江戸末期

南北朝時代

江戸前期

室町中期

不詳

江戸末期

江戸末期

中世～

南北朝時代

南北朝時代

南北朝～室町

江戸時代

南北朝時代

建造物

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

建造物

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

建造物

史跡

史跡

建造物

建造物

建造物

史跡

建造物

建造物

建造物

美術工芸品

建造物

建造物

史跡

史跡

建造物

建造物

建造物

美術工芸品

建造物

建造物

建造物

天然記念物

天然記念物

建造物

建造物

美術工芸品

美術工芸品

建造物

建造物

建造物

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

史跡

建造物

建造物

建造物

史跡

建造物

F-12

C-8

C-8

F-12

G-7

G-7

G-7

G-7

G-7

G-7

G-7

G-7

G-7

G-6

G-7

F-6

F-6

F-6

G-7

E-7

F-7

D-6

D-6

C-6

E-6

E-6

E-6

E-5

F-5

E-5

F-6

F-5

H-6

G-6

G-7

G-7

F-7

F-7

E-5

F-7

F-7

H-7

H-7

E-7

C-6

G-3

H-5

H-5

H-5

H-5

H-5

G-3

E-4

E-4

E-4

H-5

マップ番号 名　　　　称 所　　在　　地 時代 形態 マップ

74

75

76

77

78

79

80

81

82

82

82

83

84

85

86

86

87

88

89

90

91

92

93

94

94

94

94

95

96

97

97

98

99

100

101

102

103

1

2

2

2

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

山王社宝篋印塔

梅松寺宝篋印塔

虎御前宝篋印塔

竹田津家宝篋印塔

道園宝篋印塔

今倉家層塔

金伏石幢

横岳石幢

施恩寺仁王像

施恩禅寺

施恩寺観音堂石像

堅来八幡仁王像

秋本十五仏石

谷ノ迫磨崖像

六所神社磨崖像

夷里神楽

早田庚申塔

川原寺板碑

釈迦堂釈迦像

焼尾の阿弥陀像

横岳観音像

釈迦堂阿弥陀像

大乗妙典一字一石塔

別宮八幡楼門

別宮八幡銀杏の木

見目神楽

お田植え祭り

戎子橋

叶渕観音堂

中山観音堂

中山観音堂国東塔

伝吉田光由墓他

越路五輪塔群

尾崎古墳

小畑正一位稲荷大明神の祠

中村宝篋印塔

五郎丸国東塔

旧共同野村銀行社屋

旧高田農業倉庫北蔵

旧高田農業倉庫北小蔵

旧高田農業倉庫東蔵

旧大分合同銀行社屋

春日神社本殿

春日神社摂社厳島神社

春日神社摂社八坂神社

春日神社申殿

春日神社拝殿

春日神社籠り屋

春日神社神楽殿

春日神社鐘楼

春日神社神門

春日神社西門

春日神社余興舞台

春日神社参道鳥居

春日神社西参道鳥居

上香々地 ( 国政 )　山王社

小畑 ( 大平 )　松梅寺

夷 ( 石城 ) 

見目 ( 伏原 ) 

夷 ( 尾鼻 ) 

香々地 ( 叶渕 ) 

上香々地 ( 金伏 ) 

夷 ( 横岳 ) 

上香々地 ( 三角 )　施恩寺

上香々地 ( 三角 )　施恩寺

上香々地 ( 三角 )　施恩寺

堅来　堅来八幡社

上香々地 ( 秋本 ) 

夷 ( 谷ノ迫 ) 

夷 ( 東南払 ) 

夷 

香々地 ( 早田 ) 

上香々地 ( 鍛冶屋 )　川原寺

香々地 ( 堤 ) 

夷 ( 焼尾 ) 

夷 ( 横岳 ) 

見目 ( 伽藍 ) 

羽根 ( 儀丁場 ) 

香々地 ( 塩屋 )　別宮八幡社

香々地　別宮八幡社

見目　別宮八幡社

香々地 ( 塩屋 )　別宮八幡社

夷 ( 上坊中 )　善花坊地区

香々地 ( 叶渕 ) 

見目 ( 中山 )　元兼地区

見目 ( 中山 )　元兼地区

夷 ( 台林 ) 

上香々地 ( 越路 ) 

香々地 ( 尾崎 )　香々地青少年の家

小畑 ( 門出 ) 

堅来 ( 中村 ) 

香々地　五郎丸地区

 

新町 

新町 

新町 

新町 

中央通り 

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

草地　春日神社

江戸後期

戦国時代

江戸中期

江戸前期

江戸初期

室町時代

江戸中期

江戸中期

江戸中期

南北朝時代

江戸時代

江戸後期

不詳

南北朝～戦国

室町時代

江戸時代

江戸中期

室町前期

平安後期

平安後期

戦国時代

江戸時代

江戸中期

明治時代

－

昭和時代

江戸時代

明治時代

江戸時代

江戸時代

室町時代

江戸時代

安土桃山

古墳時代

大正時代

南北朝時代

戦国時代

昭和時代

昭和時代

昭和時代

昭和時代

昭和時代

江戸時代

明治時代

江戸時代

明治時代

江戸時代

昭和時代

江戸時代

江戸時代

江戸時代

江戸時代

昭和時代

江戸時代

昭和時代

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

美術工芸品

史跡

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

無形民俗

建造物

建造物

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

美術工芸品

建造物

建造物

天然記念物

無形民俗

無形民俗

建造物

史跡

史跡

建造物

史跡

建造物

史跡

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物

G-4

G-5

H-5

G-2

H-5

G-3

G-3

H-6

G-4

G-4

G-4

E-4

G-3

H-5

H-5

H-5

G-3

G-4

G-2

I-5

G-6

G-3

G-4

G-2

G-2

G-2

G-2

H-5

G-3

G-2

G-2

G-5

G-4

F-2

G-5

F-4

G-3

B-9

B-9

B-9

B-9

B-9

D-7

D-7

D-7

D-7

D-7

D-7

D-7

D-7

D-7

D-7

D-7

D-7

D-7

マップ番号 名　　　　称 所　　在　　地 時代 形態 マップ

市指定

国登録有形文化財

A

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

B C D E F G H I J

A B C D E F G H I J

100

39

36 94

89

96

69
79

80

82

97
77

103
87
71

84

88

74

98

59 40

54 56

81

85

91

78

70

3538

3258

29

30

66416044

64

5

27

33

5 4

32 16

26

5

25
8

1120

1 10

9
19

4

34

38

1

35

2

6

19

12 13 17

4
3

11

313

4

6

2

17

6

8

2839
42

433331

23

22

1

2124

3
1

2

14

14
23

32

36

16 10

22
28

37

12

24

20

27

7

18 9

30

15 18

21
4

15
26

31 4

49
68

52

53
56

51

47
48

67

7

50

45
65
62 61

46

76

95
90

73
86

37

9993

75

83
72

55 102

101

34
63

92

30

大分 別府

北九州
中津

　豊後高田

宇佐駅

宇佐
中津 空港

竹田津

豊後高田

大分 別府

北
九
州 
中
津

大分北部
中核工業団地

国見

山香 大田

豊
後
高
田

国
東

宇佐 竹田津

夷谷

宇
佐

竹
田
津

黒
土

JR
日
豊
本
線

宇佐

西屋敷

立石

国東市

豊後高田市

宇佐市

杵築市

大分県
豊後高田市の
文化財
MAP

大分県

N

田染小崎

田染平野

田染池部

田染蕗

小田原
佐野

美和

鼎

来縄

水崎

新栄

草地

西真玉

中真玉

臼野

堅来

羽根

見目

上香々地

小畑

夷

黒土

長岩屋

尻付山

屋山
（八面山）

田原山
（鋸山）

西叡山

応利山

猪群山

▲

▲

▲

▲

▲

▲

一畑

加礼川
梅ノ木

大岩屋

城前

香々地

大平

田染上野

田染真中

田染相原

0 2㎞


